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　秋の山里の風景を楽しみながら歩こうと「内子町山並
みウォーク」（主催：内子東自治センター・実行委員会）
が 10 月 24 日に行われ、46 人が参加してさわやかな汗を
流しました。
　コースは 40㌔と 20㌔の２種類。城廻、石畳、立川、長
田の各地区を歩いて巡りました。途中、立川自治会や長
田自治会ではお茶や釜揚げうどんなどの接待もあり、参
加者からは感激の声が上がっていました。

山並みをどこまでも
内子町山並みウォーク

山並みの美しさを再確認しながら、のんびりとウォーク

安全なまちづくりに役立てて
よんでんグループから防犯灯寄贈

　四国電力㈱をはじめとする「よんでんグループ」では、
地域に親しまれ信頼される企業を目指して、毎年 10 月
の「ふれあい旬間」にさまざまな社会奉仕活動などを行っ
ています。この取り組みの一環として、今年も内子町に
防犯灯が寄贈されることとなり 10 月 23 日、四国電力㈱
大洲営業所古本 治

おさむ

所長から稲本隆
たか

壽
とし

町長に目録が手渡
されました。防犯灯は早速、東沖地区など町内８カ所に
設置され、わたしたちの暮らしに役立てられています。

　心の健康に関心を持ち、その人らしく暮らせる地域づ
くりを目的として、「こころのふれあいフェスティバル」

（主催：内子町、精神保健ボランティアグループでんで
んむし）が 10 月 24 日、内子町共生館で開かれました。
　今年は初めて自殺問題をテーマとし、「いのちひきと
めたい」と題して安国寺住職・浅野泰

た い

巌
が ん

さんが講演。「い
ま、15 人に１人はうつ病といわれる。人のつながりを大
切に、心温まる地域にしてほしい」と呼びかけました。

一人きりで悩まないで
こころのふれあいフェスティバル

穏やかな口調で語りかけるように話す浅野泰厳さん

稲本隆壽町長に防犯灯を手渡す古本治所長㊧

山と海の自然、どう違うの
石畳自然観察会

　石畳地区では、地域の子どもたちと一緒に自然を学ぼ
うと、ＰＴＡや自治会、石畳を思う会が協力して毎年「石
畳自然観察会」を行っています。今年も 10 月 17 日に第
９回となる観察会が開かれ、約 30 人が参加しました。
　今回は佐田岬半島を訪ね、生物研究者の水本孝

たか

志
し

さん
の説明を受けながら、昨年の観察会で聞いたノスリやヒ
ヨドリの渡りの様子などを観察しました。子どもたちは
地元の自然との違いなどを興味深く学んでいました。

看板の裏側にヤモリを発見

　内子町五十崎日本凧あげ大会実行委員会（丸山昌
ま さ

明
あ き

委
員長）は 10 月 31 日、第 19 回大会を開きました。当日は
雨のため五十崎体育館での開催となりましたが、全国か
ら多数の凧愛好家が自作の凧を持ち寄り、交流を深めま
した。また、今年は松山中央高校が初参加。同校は毎年
凧あげ大会を開いていて、４年前から同実行委員会が凧
作りを指導しています。丸山委員長は「来年は 20 回目。
凧のオークションなどもしたい」と語っていました。

自慢の凧が勢ぞろい
日本凧あげ大会

松山中央高校の生徒たちの力作に、参加者の関心が集まる

華麗なる中国伝統芸能
世界無形文化遺産「昆

こん

劇
げき

」公演

　「スバルで本物に触れる機会を」と、内子町スバル公演
実行委員会（大野佳

よ し

隆
た か

実行委員長）などが 11 月３日、中
国湖南省昆劇団を招いて「昆劇」公演を開きました。
　昆劇はおよそ 600 年前に中国で生まれ、「百劇の祖」と
も呼ばれています。今回の公演では、昆劇の代表作の一
つである「牡

ぼ

丹
た ん

亭
て い

」など３つの演目を上演。優雅な歌や
演技、鍛えられた肉体が魅せる技などに、観客からは大
きな拍手が送られていました。

　小田中学校（小野誠
せいいち

一校長）は 11 月５日、文化交流セ
ンタースバルで「う～みさんの人権コンサート」を開き
ました。う～みさんは運動中の事故による大けがをリハ
ビリして克服。その経験から、「いまを生きる」ことの素
晴らしさを伝えようと小・中学校を中心にライブ活動を
行っています。コンサート後半には、全校生徒約 70 人が
う～みさんと合唱し、「悩みを乗り越え、たくましく育っ
ていこう」との思いをのせた歌声が会場に響きました。

悩みを乗り越え成長を
う～みさんの人権コンサート

う～みさんと一緒に「翼を広げて」を大合唱

通行手形をめぐり焦
しょうこうふ

光普が揚
よ う は っ そ

八姐と乱闘を繰り広げる「
とう

馬
ば

」の一場面

秋の夜の美しさに浸る
高橋邸「芋名月2009」

　十三夜の月見を楽しむ「芋名月」（主催：風雅）の催し
が 10 月 30 日、文化交流ヴィラ高橋邸で開かれました。
　離れの座敷では、県内出身の嶋本慶

け い

さんと神野匡
ま さ

崇
た か

さ
んが、沖縄三線の演奏や奄美群島の民謡などを披露。訪
れた人たちは、趣のある素朴な音色に耳を澄ませていま
した。また、雲間からのぞく月を眺めながら、手作りの
団子や抹茶を味わい、おしゃべりを楽しむなど、秋の一
夜をゆったりと過ごしていました。

演奏の合間には、沖縄三線と奄美三味線の特徴なども説明


